平成２３年度第１回文化振興審議会　会議録
１　定足数の確認

　　委員１４名のうち、過半数を超える１２名が出席し、定足数を満たしていることを確

認した。

２　議事
（１）栃木県の文化振興について 
　①新とちぎ元気プランについて
　②栃木県文化振興基金について
　【事務局】
・資料１～２に基づき、事務局が説明。

　【会長】

　　　　元気プランについては、新たに「人づくり」を政策の基本とし、「安心」、「成長」、
「環境」をキーワードに、これからの重点施策を策定した。
　　　文化振興基金助成事業については、幅広く周知することが課題である。多くの団体か
ら応募があるよう、助成対象事業の選考メンバーに、第3者を加えることも検討課題で
はないか。

　【事務局】

　　　前回提案していただいた募金箱は、県立美術館学芸員にデザインを依頼して、1月
から設置を始め、今のところ20,000円ほどの募金があった。

　助成事業の選定については、今後応募数の増加が見込まれることもあり、文化振興審
議会の委員にも、選定に参加していただくことを検討したい。
　また、地域伝統文化継承事業への応募が毎回少ないため、文化財課が募集要件の見直
しを検討しているところである。

（２）その他
　①平成２２年度文化関連事業について

　②東日本大震災に関する文化芸術事業（施設）の影響について

　③平成２３年度栃木県文化功労者推薦依頼先の追加について
　【事務局】
・資料３～５に基づき、事務局が説明。

【委員】

　　　鹿沼の祭りは認知度が低いこともあり、ＰＲを強化するなど伝統文化や郷土芸能の
振興を図る必要があると考えている。
　被災地支援については、県議会としても対応している。

　　　新とちぎ元気プランは実効性のあるものにしていかなければいけない。
　【委員】

　　　文化施設の被災状況については説明があったが、文化財の被災状況や補助体制はど

うなっているのか。

　　　　　→（文化財課）国庫補助制度はある。被災状況は別途配布する。

　　　庁内の文化関係事業について、自己評価しか行われていないが、外部評価を取り入

れるべきではないか。

　　　　　→（事務局）外部評価の役割については、文化振興審議会にもお願いしたい。

　　　　　　　　　　　　自己評価結果に対して各委員から意見をいただくことが、外部評
価につながると考えている。

　【委員】

　　　益子町も被害が大きく、ほとんどの登り窯が倒壊した。思った以上に復興への負担が
増えている。

春の陶器市は通常より人手が多くにぎわったが、それ以降は観光バスもほとんど来る
ことがなく、来町者数は少ない。

　濱田庄司や島岡達三のネームバリューにより、海外を含め義援金が多く集まってきて

おり、若手作家を中心に支援を受けている。町でも支援策を講じている。
　震災前から益子の現状は厳しかったが、震災復興のみの対策を考えるのではなく、元
々の現状も踏まえた上で、今後の振興方策を検討する必要がある。

【委員】
　　延期になった公演を再度実施するのは難しい。

県総合文化センターは今年度開館20周年を迎えるが、来年に延期になると「20周年

記念」という冠が使えなくなる悩みもあると聞いている。

【委員】

　　震災関係では催事の中止や延期が相次ぎ、総文センターの施設にも1,000万円ほどの
被害が出た。

　　自主事業については、海外アーティストの来日が中止になるなど、内容変更も強いら
れた。

　　7月から催事は正常化してきたが、今夏に向けて節電対策について利用者の協力も得
て、取り組んでいるところである。

【委員】

　　文化財については、宇都宮市の飛山城址や大田原市の黒羽城址の被害が大きい。

　　伝統文化という言葉の中には、地域振興の意味合いもある。

文化による世代間交流を図るためには、文化財の指定を受けていない伝統芸能等に

も支援を拡大すべきである。

【会長】

　　文化振興基金を活用して震災復興支援事業を実施することは検討できないか。

【委員】

　　栃木県は被災県として認知されていない。自分たちの地域も被災地という認識を持
つべきである。
　　被災した文化ホールを支援しようと思っても窓口がないので、仲間が仲間を助ける
しくみを作ってほしい。ホールに直接寄附する窓口がないため、子どもたちからの募
金も行く先がなくて困っている。
　　先ほど祭りの認知度の話が出たが、北関東自動車道が全線開通したので、北関沿線

で祭りネットワークを構築し、共同パンフレットを作成するなどの取組をすると盛り
上がるのではないか。

　久しぶりに宮まつりに出かけ、「梵天」を見た。宮まつりのようなイベントを活用し

て各地のお祭りを紹介すると、「本番にも行ってみようかな」という気になるのではな
いか。

【委員】
　　東日本大震災では、栃木県も被災地である。今後の復興施策については、優先順位
をつけて取り組むべきである。

【委員】

　　委員のお話をうかがって、改めて益子の状況を認識した。大学でも「まんが甲子
園」や原宿ラフォーレでのチャリティーオークションを実施したが、継続すること
が大切である。そのためには、県との連携の必要性を感じている。
【委員】

　　祭りや郷土芸能は江戸時代以来の地域社会の中で培われてきたが、最近では烏山の
山あげ祭のように、担い手不足で継続の危機に直面しているものもある。従来の枠組
にとらわれずに、祭りにも広域合併のような考え方を取り入れざるを得ないのではな
いか。

　　地域経済の活性化も不可欠だが、新とちぎ元気プランには伝統的な祭りの継承の視
点が欠けている。重要な問題なので検討してほしい。

　　行政は財政難のこういう時こそ、知恵を出すべきである。すべて補助金でまかなう
のではなく、例えば文化財の修復も、地域の力で協力し合って実施することも可能で
はないか。その際に県は旗振りの役割を担う必要があるのではないか。

　　労力を提供すれば何とかなるところがある。高齢者には時間がある。ボランティア
組織の立ち上げ等で乗り切れる場合もあるので、是非そういう支援を県はやってほし
い。

　　山あげや鹿沼の祭りには国や県の補助金が入っているが、ＰＲが下手である。
　　自己評価結果についてだが、美術館と博物館とでは数や事業内容が違う。その辺が
美術館が「○」、博物館が「◎」の評価となっている要因かと思う。美術館の方が10
年歴史が旧いのだから、そのキャリアを活かして事業をやるべきだと思う。美術館は
市町連携アウトリーチ事業等、もっときめ細かい事業もやるべきである。
【委員】
　　県北部の風評被害はひどいので、県北が元気になるような取組の一環として、文化
で人を呼んで地域を盛り上げるような、文化を通した支援策をやるべきである。
　県もいろいろなイベントを行っているが、うまくＰＲする必要がある。経済同友会
を通して、各企業にイベントポスターの掲示など、周知に協力してもらうことを検討
してみる。
　【事務局】
　　　美術館と博物館の評価の違いについて、取組内容に若干差があるので評価を変えた。
　　　文化振興基金を活用した被災地支援事業は検討したい。

　　　ボランティア関係では、県コミュニティ協会やぽぽらの協力が可能である。

　　　文化事業のＰＲについては、県文化協会にも協力をお願いしたい。企業に文化協会
の賛助会員になってもらい、企業との連携を図ることも可能と考えている。

　　　8月6日の下野新聞にＮＰＯの事業募集が掲載されたが、地域づくりにつながる事業

を募集しているので、文化事業でも活用が可能である。

　　　石巻を舞台にした映画のチャリティー上映会を、ＮＰＯが実施した事例もある。
　【委員】
　　　文化振興審議会でやるべきこととして、大きな視点で支援事業のプロデュースをす

る役割があるのではないか。
　学校やＮＰＯ等と連携して、地域の文化をどうしていくかを考えるしくみ・体制が
取れないか。

　個々の動きはあっても大きな流れにつながっていかない。継続的に効果の高い活動
をしていくためのプロデュースを県が行うべきではないか。

　文化振興について、県のリーダーシップがもっと前に出てもいいのではないか。

　益子町や那須町の財産は町だけのものではなく、県の財産でもあるので、大きな視
点で「県の文化振興をこうしていきたい」というビジョンを出してほしい。
【事務局】

　　　　県全体のことは、新とちぎ元気プランで方針を示している。基本的には、地域のこ
とはまずは地域が考え、県は実情に応じて支援をする立場だと考えている。

　【委員】

　　　文化財保護法は文化財の海外流出を防ぐことが当初目的にあるため、硬直化してい
るところがある。新しい伝統・新しい文化とは何かを考えることも必要ではないか。
新とちぎ元気プランの方針は理解できる。県が世代間交流の場をつくることで、新し
い文化が生まれるのではないか。

　○次回開催予定について

　【事務局】

　　　今年度２回目の審議会を、３月に開催したいと考えている。
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